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ヤ
マ
ザ
キ
マ
ザ
ッ
ク

複合加工機ＩＮＴＥＧＲＥＸ　ｉ―２００ＳＴ
日本力（にっぽんぶらんど）賞

　
ヤ
マ
ザ
キ
マ
ザ
ッ
ク
の

「
Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
　
ｉ

―
２
０
０
Ｓ
Ｔ
」
は
、
数
値

制
御

Ｎ
Ｃ

旋
盤
と
マ
シ

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

Ｍ
Ｃ

の
機
能
を
一
台
に
集
約
し
た

複
合
加
工
機
だ
。
Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｅ

Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
シ
リ
ー
ズ
は
、
初

代
の
市
場
供
給
が
始
ま
っ
て

か
ら
約

年
経
過
す
る
。
製

造
業
を
取
り
巻
く
環
境
が
大

き
く
変
化
す
る
の
に
、

年

は
十
分
な
時
間
だ
。
顧
客
か

ら
の
ニ
ー
ズ
や
環
境
対
応
な

ど
、
厳
し
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
状

況
に
対
し
、
そ
の
都
度
同
社

の
挑
戦
は
続
い
て
き
た
。
高

精
度
で
生
産
性
が
高
く
、
エ

ル
ゴ
ノ
ミ
ッ
ク
ス

人
間
工

学

に
基
づ
い
た
操
作
性
の

良
い
同
製
品
に
、
注
目
が
集

ま
る
。

　
Ｍ
Ｃ
の
自
動
工
具
交
換
装

置

Ａ
Ｔ
Ｃ

を
装
備
す
る

上
刃
物
台
と
、
Ｎ
Ｃ
旋
盤
の

９
角
割
り
出
し
タ
レ
ッ
ト
の

下
刃
物
台
を
持
つ
同
製
品

は
、
高
生
産
性
を
保
ち
な
が

ら
も
、
よ
り
付
加
価
値
の
高

い
加
工
に
も
対
応
で
き
、
同

時
に
さ
ま
ざ
ま
な
加
工
対
象

物

ワ
ー
ク

へ
の
対
応
が

可
能
と
な
っ
て
い
る
。
高
精

度
切
削
へ
の
取
り
組
み
と
し

て
、
直
線
軸
に
あ
た
る
Ｘ
／

Ｙ
／
Ｚ
軸
、
Ｘ
２
／
Ｚ
２
軸

に
は
１
万
分
の
１

、
回

転
軸
に
あ
た
る
Ｂ
／
Ｃ
１
／

Ｃ
２
軸
に
も
１
万
分
の
１
度

単
位
で
の
位
置
決
め
指
令
を

採
用
し
た
。
回
転
軸
の
Ｂ
／

Ｃ
１
軸
に
は
ス
ケ
ー
ル
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
を
、
Ｘ
軸
に
は

ボ
ー
ル
ネ
ジ
の
軸
心
冷
却
を

標
準
装
備
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
高
精
度
な
位
置
決
め
を

実
現
し
て
い
る
。
切
削
油
は

常
に
温
度
管
理
を
行
い
、
熱

変
位
に
よ
る
影
響
を
低
減
し

た
。
ま
た
、
第
１
／
第
２
旋

削
主
軸
と
上
下
刃
物
台
を
装

備
し
た
こ
と
で
、
下
刃
物
台

は
補
助
的
切
削
の
役
割
を
担

う
こ
と
に
な
り
、
加
工
能
率

の
向
上
に
成
功
し
た
。
一
般

的
な
複
合
加
工
機
で
は
５
軸

同
時
制
御
で
の
加
工
ま
で
だ

っ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主
軸

に
ワ
ー
ク
を
取
り
付
け
て
加

工
を
行
う
同
時
２
個
加
工
の

実
施
も
、
生
産
性
向
上
に
大

き
く
貢
献
し
て
い
る
。

　
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
へ
の
配
慮

も
欠
か
せ
な
い
。
可
動
式
操

作
盤
は

の
大
型
デ
ィ
ス

プ
レ
ー
を
採
用
。
立
体
映
像

３
Ｄ

モ
デ
ル
を
使
用
し

た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ

り
、
正
確
な
加
工
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
確
認
や
干
渉
チ
ェ
ッ
ク

が
可
能
と
な
っ
た
。
内
部
に

は
高
速
中
央
演
算
処
理
装
置

Ｃ
Ｐ
Ｕ

を
搭
載
。
操
作

キ
ー
ボ
ー
ド
は
、
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
が
使
い
や
す
い
よ
う
に

配
列
さ
れ
、
作
業
時
の
負
担

軽
減
を
図
っ
て
い
る
。
ま

た
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
対
話
式

の
豊
富
な
自
動
決
定
機
能
で

簡
単
作
成
が
可
能
に
な
り
、

Ｅ
Ｉ
Ａ
／
Ｉ
Ｓ
Ｏ
方
式
も
使

用
で
き
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

高
度
な
Ｃ
Ａ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
で

作
成
し
た
複
合
加
工
Ｅ
Ｉ
Ａ

／
Ｉ
Ｓ
Ｏ
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
実

行
可
能
と
な
っ
た
。
同
時
５

軸
加
工
が
必
要
な
複
雑
形
状

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
、
作
成
工

数
削
減
が
実
現
で
き
る
。

　
人
間
工
学
設
計
を
基
盤
に

据
え
た
造
形
処
理
は
、
ツ
ー

ル
マ
ガ
ジ
ン
の
前
面
配
置
と

視
認
性
に
配
慮
し
た
大
型

窓
、
回
転
・
上
下
昇
降
機
構

を
装
備
し
た
操
作
盤
に
結

実
。
ミ
ー
リ
ン
グ
主
軸
は
高

品
位
マ
シ
ン
に
ふ
さ
わ
し
い

造
形
的
完
成
度
だ
。
ボ
ッ
ク

ス
形
状
外
周
部
に
施
さ
れ
た

ス
テ
ン
レ
ス
コ
ー
ナ
ー
モ
ー

ル
や
、
ド
ア
開
閉
端
部
の
オ

レ
ン
ジ
ラ
イ
ン
、
モ
ノ
ト
ー

ン
で
構
成
さ
れ
た
カ
ラ
ー
リ

ン
グ
と
相
ま
っ
て
、
そ
の
造

形
は
プ
ロ
ダ
ク
ト
イ
メ
ー
ジ

確
立
の
段
階
に
ま
で
到
達
し

て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

直
交
Ｙ
軸
採
用
に
よ
る

加
工
範
囲
拡
大
と
高
精
度
の

追
求

人
間
工
学
に
基
づ
い

た
操
作
性
・
保
守
性
の
向
上

環
境
に
配
慮
し
た
省
エ
ネ

設
計

欧
州
統
一
規
格
Ｅ
Ｎ

標
準
対
応
の
安
全
性

オ
ペ

レ
ー
タ
ー
の
負
担
軽
減
に
寄

与
す
る
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト

機
能
―
な
ど
、
そ
の
内
容
は

長
年
の
実
績
を
反
映
し
て
完

成
度
の
高
い
仕
上
が
り
を
み

せ
、
高
い
評
価
を
得
た
。

　

高
精
度
・
高
生
産
性

親
和
性

知
能
化

環
境
技

術
―
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
掲
げ

て
開
発
さ
れ
た
同
製
品
は
、

工
程
集
約
に
よ
る
生
産
性
向

上
思
想
「
Ｄ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
　
Ｉ
Ｎ

　
Ｏ
Ｎ
Ｅ
」
を
背
景
と
し

て
、
自
動
車
・
家
電
・
航
空

機
・
鉄
道
・
医
療
・
建
設
機

械
分
野
に
お
け
る
複
雑
形
状

部
品
製
造
に
、
大
き
な
競
争

力
を
発
揮
し
て
い
る
。

筑
水
キ
ャ
ニ
コ
ム

乗用草刈機Ｆ１まさおグランプリ
日本商工会議所会頭賞

　
筑
水
キ
ャ
ニ
コ
ム
の
「
乗

用
草
刈
機
　
Ｆ
１
ま
さ
お
グ

ラ
ン
プ
リ
」
に
は
、
開
発
に

あ
た
っ
て
面
白
い
エ
ピ
ソ
ー

ド
が
あ
る
。
前
機
に
あ
た
る

全
輪
駆
動

Ａ
Ｗ
Ｄ

「
Ｆ

１
ま
さ
お
」
を
使
用
し
て
い

た
顧
客
の
一
人
は
、
草
刈
り

作
業
が
大
変
楽
に
な
っ
た
と

喜
ん
で
い
た
。
し
か
し
木
の

根
元
周
り
の
盛
り
土
の
草

は
、
同
機
で
は
刈
り
取
れ

ず
、
手
刈
り
が
必
須
。
会
社

へ
行
く
平
日
に
手
刈
り
作
業

を
父
親
に
頼
ん
だ
と
こ
ろ
、

「
面
倒
で
時
間
も
か
か
る
。

趣
味
の
ゴ
ル
フ
も
、
孫
と
遊

ぶ
こ
と
も
で
き
な
い
」
と
不

満
た
ら
た
ら
。
手
刈
り
を
解

消
し
「
時
間
効
率
」
実
現
の

た
め
に
「
Ｆ
１
ま
さ
お
グ
ラ

ン
プ
リ
」
は
考
案
さ
れ
た
。

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
ま

さ
お
で
刈
っ
て
、
ゴ
ル
フ
へ

行
こ
う
！
」
だ
。

　
な
ぜ
盛
り
土
部
分
の
刈
り

残
し
が
減
少
す
る
の
か
。
も

と
も
と
「
Ｆ
１
ま
さ
お
」
は

Ａ
Ｗ
Ｄ
の
搭
載
で
、
ど
の
よ

う
な
場
所
で
も
走
行
の
安
定

性
を
確
保
、
小
回
り
性
能
に

よ
り
、
フ
ラ
ッ
ト
な
場
所
で

は
２
―
３

の
長
い
雑
草
や

小
枝
、
細
い
竹
ま
で
ス
ム
ー

ズ
に
刈
り
取
る
こ
と
が
で
き

た
。
し
か
し
草
が
生
え
る
場

所
は
フ
ラ
ッ
ト
な
場
所
と
は

限
ら
な
い
。
前
述
の
よ
う
な

刈
り
残
し
が
で
き
る
。
同
社

が
開
発
し
た
「
サ
ー
フ
ィ
ン

マ
ン
タ

」
は
、
ス
ラ
イ
ド

し
た
刈
刃
が
上
は

度
、
下

は

度
と
広
範
囲
に
稼
働
、

路
面
の
う
ね
り
や
傾
斜
を
追

従
す
る
。
果
樹
園
の
盛
り
土

部
分
や
あ
ぜ
の
斜
面
部
分
な

ど
も
、
刈
高
さ
の
ズ
レ
を
自

動
感
知
し
、
高
さ
を
一
定
に

保
っ
た
刈
り
取
り
が
可
能

だ
。
伸
び
た
草
を
刈
る
こ
と

に
注
力
し
て
き
た
開
発
姿
勢

か
ら
、
刈
草
を
美
し
く
残
す

「
美
残
刈
」
と
い
う
発
想
の

転
換
は
、
刈
草
の
す
き
込
み

に
よ
る
地
力
増
進
、
土
壌
浸

食
の
防
止
、
地
温
調
節
、
果

実
の
早
熟
化
に
効
果
の
あ
る

果
樹
園
の
草
生
栽
培
や
雑
草

草
生
と
も
符
号
し
、

年
以

上
に
及
ぶ
開
発
・
生
産
実
績

を
反
映
し
て
、
ハ
ー
ド
的
に

完
成
度
の
高
い
仕
上
が
り
を

み
せ
て
い
る
。
刈
高
さ
は
０

―
１
２
０

の
範
囲
内

で
無
段
階
調
整
可
能
。
刈
高

さ
調
整
も
、
電
動
制
御
・
電

動
ス
ラ
イ
ド
機
構
に
よ
り
、

ボ
タ
ン
一
つ
で
簡
単
に
行
え

る
よ
う
に
し
た
。
機
体
中
央

下
部
に
装
着
さ
れ
た
刈
り
取

り
部
に
は
、
刈
り
跡
ム
ラ
解

消
を
目
的
と
し
て
、
幅
６
３

４

の
２
連
刈
刃
を
中
央

で

オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ

さ
せ
、

度
の
位
相
を
保
つ

ス
ク
リ
ュ
ー
ド
ラ
イ
ブ
に
連

結
、
同
一
刈
高
で
回
転
さ
せ

る
Ｗ
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
機
構

が
装
備
さ
れ
て
い
る
。

　
小
回
り
の
良
さ
は
前
機
ゆ

ず
り
で
、
最
小
回
転
半
径
１

・
８

だ
。
運
転
ス
ピ
ー
ド

も
作
業
効
率
に
は
欠
か
せ
な

い
。
移
動
時
速
は
毎
時

・

８

、
作
業
中
の
移
動
は

毎
時
７
・
７

で
、

馬

力
の
ハ
イ
パ
ワ
ー
エ
ン
ジ
ン

を
搭
載
し
た
。
静
油
式
無
段

変
速

Ｈ
Ｓ
Ｔ

に
よ
り
、

滑
ら
か
な
走
り
出
し
や
、
停

止
時
の
シ
ョ
ッ
ク
を
和
ら
げ

る
ダ
ン
パ
ー
を
採
用
し
て
い

る
。

　
ま
た
、
顧
客
が
中
高
年
齢

層
に
多
い
た
め
、
異
常
発
生

時
に
は
周
囲
に
迅
速
に
発
見

・
対
応
し
て
も
ら
う
意
味
を

込
め
、
ボ
デ
ィ
ー
に
は
珍
し

い
ビ
ビ
ッ
ド
カ
ラ
ー

赤
と

黄
色

を
採
用
し
た
。
刈
刃

回
転
中
に
座
席
を
離
れ
る

と
、
自
動
に
刈
刃
が
停
止
す

る
機
能
も
搭
載
し
、
安
全
性

を
確
保
し
た
。

　
草
や
木
の
枝
が
引
っ
か
か

り
に
く
い
ラ
ウ
ン
ド
形
状
を

基
本
と
し
た
造
形
処
理
は
、

ゴ
ー
カ
ー
ト
の
形
態
を
踏
襲

し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
。
さ

ま
ざ
ま
な
機
械
要
素
を
導
入

し
、
そ
れ
ら
を
草
刈
作
業
と

い
う
観
点
か
ら
集
約
・
構
成

し
た
同
製
品
は
、
長
年
の
実

績
を
反
映
し
て
高
い
完
成
度

を
有
し
て
い
る
と
い
え
る
だ

ろ
う
。
顧
客
の
声
を
拾
っ
て

新
製
品
開
発
に
生
か
す
姿
勢

は
、
営
業
マ
ン
が
顧
客
の
住

む
農
村
地
帯
へ
も
ビ
デ
オ
カ

メ
ラ
を
持
参
す
る
と
こ
ろ
に

表
れ
て
い
る
。
顧
客
の
コ
メ

ン
ト
を
撮
影
し
て
、
開
発
へ

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
た
め

だ
。
顧
客
の
声
を
拾
い
、

真
摯
に
技
術
開
発
へ
と
取
り

し
ん
し

組
ん
で
い
た
姿
勢
が
、
今
回

の
受
賞
へ
と
つ
な
が
っ
た
。

　　 ２０１２年 平成２４年 ７月２６日 木曜日 （第２部） 　　 （ ）


